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Summary
　　　To　know　the　accurate　color　of　the　natural　and　artificial　teeth，　the　Micro－Color
－Computer　was　devised．　The　refl㏄ting，　retracting，　and　transmitting　of　incident　rays
caused　by　the　surface　gloss　and　the　microstructure　of　the　natural　and　artificial　teeth　have
prevented　accurate　measurement　of　color　shade．　It　was　concluded　that　the　structure　of　the
radiation　detector　might　be　improved　in　order　to　settle　the　problem．　Thus，　a　new　radiation
detector　wa＄devised　and　this　experiment　was　carried　out．
The　structure　of　the　radiation　detector：
　　　A　2mm　wide　detector　surrounds　around　the　light　source，　which　is　3mm　in　diameter，
and　the　whole　body　is　designed　mobile．　The　source　of　radiation　can　also　be　moved　close　to
the　teeth　so　that　it　can　perceive　the　diffused　ref1㏄tion　of　the　surface　the　transmitted
incident　rays．
　　　Therefore，　this　radiation　detector　in　basic　experiment　of　Opal－glass　standard　plate
was　used　and　then　the　shade－guide　of　VITA－LUMIN　was　surveyed，　to　find　out　the　best
position　that　suits　the　measuring　conditions　of　the　radiation　detector．
Result：No　difference　in　color　tendency　was　seen　against　the　transposition　of　the　radiation
detector．　But　as　the　radiation　detector　gets　far　from　the　material，　an　entire　decrease　in
co－ordinates　of　color　was　admitted．　Based　upon　this　fact，　it　may　be　concluded　that　the
本論文の要旨は第13回松本歯科大学学会（昭和56年ll月28日）において発表した．（1982年5月15日受理）
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adequate　distance　between　the　radiation　source　and　the　radiation　detector　is　within
1～3mm　from　the　material
1．はじめに
　我々は歯牙並びに人工歯の色調を正確につかむ
ため，Micro－Color－Computerを考案し1）測定を
重ねてきた．2‘3．41　5）しかし歯牙及び人工歯の表
面の艶，微細構造などが，入射光を複雑に反射，
屈折，透過させて，正確な色調測定を妨げてきた．
これは測定する受光器の構造に問題があることが
判明し，受光器の開発が問題点として考えられて
きた．そこで今回は新しい受光器を開発すること
に成功し本実験を行った．この受光器は材質をグ
ラスファイバーとし光源からの光を物体にあて乱
反射させ，その光を受光し，再ひ違うクラスファ
イパーの部分で受光伝達する構造になっている．
このため歯牙「表面の艶や微細構造に惑わされず，
表面の反射以外に内面の反射をもとらえる事が出
来る様に，光源部を歯牙及び陶歯に当て，次いで
反射される光の量を調節するために，光源部を取
りまいている受光部を可動出来る様に受光器を改
写ユ1直読測色色差コンピューターCDE－CH－4
写2：改良受光器
良した．そこで今回は基礎実験として，この受光
器を用い，光源部を取りまく受光部と歯牙との間
隔を可動させ測定，比較検討を行った．
2．実　験　方　法
　歯牙や人工歯を測定する前に基礎実験として，
スガ試験機製直読測色色差コンピューター　CDE
－CH－4に（写1）改良した受光器（図1，写2）
を取り付け，標準板オパールカーラス（写3）の測
定を，光源部と受光部の間隔（召と略）1～9mm
可動させ，それぞれ行った．その測定値から
Hunterの色度図に展開し，　eの長きによる色調
の傾向を比較検討した．その後，実際に歯牙や人
工歯はどの様な値をとるかを知るためにシェー
ド’カイドのVITA－LUMIN（V．L．と略）（写4）
を用い，切端部，歯頸部の2ヶ所を5回っつ測定
写3　オハー・レガラス標準板
入
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図ユlMicro　Color　Computer改良受光器の
　　　設計図
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した．オパールガラスで行った場合と同じ様に2
の長さを変えそれぞれの距離の場合を測定した．
測定値として出た三刺激値X，Y，　Zから平均を求
め，HunterのLab6）7〕を算出し，色度図を描
いた．なお，人工歯は小さなプラスチック容器に
シリコン印象材パテ状のコルテン社製コルトフ
ラックスを入れて固定し，光源部直径3mm，受光
部は光源部を2mm巾で取りまく形の改良受光器
を密着させて測定した．
Hunterの表色系は次の通りである．
　L＝10Y％
　a＝17．5（1．02X－Y）／y％
　b＝7．0（Y－0．847Z）／Y｝z
　L：明度指数
　a，b：色度指数
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3．実　験　成　績
①オパールガラス標準板における三刺激値Xぱ
11．37～35．30の間にあり，Yは11．46～36、20，　Z
は14．37～44．70の間にあり，eの増加とともにX，
Y，Zは等分的に減少した（表1）．
写4　VITA－LUMINシェード・ガイド
②HunterのLabにおいてLは33．85～60．17の
聞にあり，X，　Y，　Z同様にeの増加に対して減
少を示した．aは一〇．56～0．71，　bは一2．22～1．
33の間にあり，両老とも大きな変化はなかった（図
2）
③V工．（A1－A4）のA系統における切端部の測
定値のXは10．52～64．88の間にあり，Y（ilO．42
～65．98，Zは7．34～60．06の間にあった．歯頸部
のXは7．24～61．64，Yは6．58～62．48，　Zは4．12
～49．60の間にあった．
④切端部のLは32．28～81．23の間にあり，aは
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図2．オ・・一・しガラス標準板にお：ナるHunter
　　　色度図（1～9㎜）
表1：オパールガラス標準板における色彩測定値とHunter色差
　　　（1～9㎜）
9mm　　　X 　Y　　　　Z
36．20
36．05
32．95　　4ユ
27．31
2ユ．22
17．91
　　　／5．53　1　19
／3．88
12．54
11．46　1
x v L a b △E
1
2
3
4
5
6
7
8
9
35．30
35．27
32．27
26．78
20．ア8
］7．56
15．34
13．70
12．43
1ユ．37
44．7〔〕　　0．3038　　0，3115　　60．17　　－0．56　　－1．93　　　0、00
44．33　　0．3049　‘0．3117　　60．04　　　－0，21　　－1、75　　　0．／4
　．05　‘U．3036　　0．3］00　　57．40　　－0．10　　－2．22　　　2．77
34．100．30360．3096．52．25　0．01‘－2．11：7．87
　　　　　　　26．40　　0．3038　　0．3ヱ02　　46．06　　－0，09　1－1．74　　14．05
22．23　　0．3043　　0．3103　．　42．32　　　　0．DO　　－1．52　　17．79
　 　　　　　　　　　　　　　　　．22　 0．3062　　D．3100　　39．40　　　　0．51　，－1．33　1　20．72
17．26　　0．3055　‘∪．3095　　37．25　　　　0．44　　－1．39　　22．87
15．69　　0．3057　　0．3084　　35、41　　　　0．68　1－］．48　1　24．71
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］4．37　　L）．3056 1‘0，30801 33．85　． 　D．71　1－1．47　‘　26．27　1
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一〇．59～8．64，bは6．70～22．37の間に，歯頸部の
Lは25．65～79．04，aは一〇．37～7．27，　bは6．26
～23．32の間にあった．
⑤B1－B4　（B系統）切端部でXは14．20～61．
72，Yは14．18～63．14，　Zは10．64～56．26の間に
あり歯頸部のXは10．12～60．18，Yは9．86～62．
12，Zは6．62～52．50の間にあった．
⑥切端部のLは37．66～79．46，aは一1．01～5．44，
bは6．29～19．91の間にあり，歯頸部のLは31．40
～78．82，aは一1．64～5．66，　bは6．12～25．06の
間にあった．
⑦C1－C4（C系統）切端部でXは10．54～57．62，
Yは10．76～57．38，Zは8．00～50．16の間にあり，
歯頸部のXは6．10～47．66，Yは5．78～48．18，　Z
は3．90～36．92の間にあった．
⑧切端部のLは32．80～75．75，aは一1．19～8．06，
bは6．68～19．09の間にあり，歯頸部のLは24．04
～69．41，aはO．04～7．29，　bは2．88～18．77の間
にあった．
⑨D2－D3（D系統）切端部でXは13．42～57．
08，Yは13．48～56．98，　Zは11．64～52．38の間に
あり，歯頸部のXは10．24～51．74，Yは10．22～51．
表2：受光部の位置におけるVITA＿LUMIN
　　の色彩測定値
Imm
X Y Z L a b
切端部
A1 64．88 65．9860．0681．23 0．4313．02
A2 59．30 58．2048．0076．29 5．2416．10
A3 55．3054．72 39．1873．97 3．9920．38
A4 43．58 41．284．5064．25 8．6422．37
B1 61．7263．1456．2679．46一〇．41 13．64
B2 59．3659．70 49．0877．27 1．9216．42
B3 56．34 55．1640．1874．27 5．44 19．91
B4 56．8056．3041．8675．03 3．8219．45
Cl 57．6257．3850．1675．75 3．2213．76
C2 48．3247．6235．6669．01 4．2317．67
C3 45．6444．6231．6266．53 6．03 18．39
C4 37．80 35．8023．0059．83 8．0619．09
D2 57．0856．9852．3875．49 2．8811．70
D3 56．52 55．2247．1474．31 5．72 14．41
歯頚部
A1 61．6462．48 49．6079．04 0．8718．13
A2 56．70 56．2839．7075．02 3．6321．14
A3 51．72 51．0032．1271．41 4．3023．32
A4 35．88 34．2618．0658．53 6．9922．68
Bl 60．18 62．125 ．5078．82一1．6415．68
B2 53．9454．7241．0073．97 0．71 18．92
B3 49．6049．3029．7870．21 3．2224．00
B4 49．8248．84 28．1269．89 4．9525．06
CI 47．6648．1836．9269．41 1．0917．05
C2 41．80 41．6430．3864．53 2．7017．26
C3 41．1040．58 29．2663．70 3．6917．36
C4 29．4828．0216．3252．93 6．78 18．77
D2 51．74 51．7643．1071．94 2．4714．84D3 49．2248．5035，08・69．64 4．28 18．88
76，Zは8．20～43．10の間にあった．
⑩切端部のLは36．72～75．49，aは一〇．31～5．72，
bは5．62～14．71，歯頸部のLは31．97～71．94，a
は0．42～4．62，bは5．58～19．06の間にあった．（表
2～10，図3～12）．
⑪～㌧L全体のLにおける明度の平均の高さ順
は，切端部でA1，B1，A2，B2，Cl，B3，B4，D2，A3，D3，
C2・C3，A4，C4で，歯頸部はA1，B1，A2，B2，A3，D2，
B3，B4，C1，D3，C2，C3，A4，C4であった．
4．考 察
　従来使用し測定して来た受光器は歯牙測定には
適していなかった．歯牙は表面に微細な凹凸があ
り，また艶がある滑る硬い材質であるため受光器
がしっかり固定出来なかった事と，内面的色調を
とらえず，表面的なもの中心にとらえていた感が
ある．これらの欠点を補い正しい歯牙や人工歯の
色調をつかむため，新しい受光器を作製した．こ
の受光器は光を歯牙や人工歯にあてる光源部が測
定部位から1mmの距離にあり，これによって歯
牙の小さな凹凸や艶に影響されずに測定出来るの
である 歯牙の色を見る時，我々は凹凸や艶に惑
表3：受光部の位置におけるVITA－LUMIN
　　の色彩測定値
　2mm
X Y z L a b
切端部
Al 59．4659．9656．9277．43 1．5610．62A2 56．6856．7847．72 75．352．40 15．20
A3 50．0850．1635．8070．82 2．28 19．61
A4 42．7240．4625．2863．61 8．57 20．96
B1 57．0458．0453．8876．18 0．32 11．40B2 54．3854．9844．4274．工5 1．15 16．39B3 53．9253．5041．3473．14 3．59 17．69B4 53．4453．5040．42 73．142．41 18．44
Cl 53．3253．4846．68 73．132．17 13．35
C2 43．1042．8632．3065．47 2．95 16．58
C3 43．0842．42 32．0065．工3 4．09 16．46
C4 36．5835．1823．9459．31 6．2917．59
D2 52．2252．7648．6872．64 1．2211．11
D3 48．3248．0839．5669．34 3．04 14．71
歯頚部
A1 55．8056．5244．8075．18 0．92 17．29A2 51．0650．5635．4471．11 3．74 20．22
A3 45．8845．2827．8467．29 3．9522．57
A4 32．2830．7016．5055．41 7．0321．13
B1 54．9256．2849．1075．02一〇．61 13．71
B2 48．8249．1035．2270．07 1．7419．25
B3 45．5445．0827．7267．14 3．5722．52
B4 44．7443．7824．1866．17 4．91 24．65
C1 42．5843．0432．2465．60 1．0416．79
C2 36．7836．5025．1260．42 2．9417．64
C3 35．9835．60 25．0259．67 3．23 16．90
C4 26．9625．40 15．6850．40 7．29 16．83
D2 45．1444．7836．7066．92 3．30 14．33
D3 43．0242．4229．1465．13 3．92 19．06
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表4：受光部の位置における
　　　　　　　　　の色彩測定値
VITA－LUMIN 表5：受光部の位置における
　　　　　　　　　の色彩測定値
VITA－LUMIN
3mm
X Y Z L a b
切端部
Al 45．46 46．0443．4467．85 0．85 9．54
A2 44．1244．0037．5666．33 2．6412．86
A3 38．6638．70 28．8462．21 2．0616．06
A4 31．383σ．40 19．52 55．145．101ア．60
B1 42．68 43．5839．7866．02一〇．12 10．48
B2 40．8641．6835．0464．56一〇．01 13．ω
B3 40．7440．74 30．9463．83 2．23 15．94
B4 40．30 40．4630．9463．61 1．78 15．69
C】 41．10 41．2436．8064．22 1．86 10．98
C2 34．0234．18 26．8258．46 1．56 13．73
C3 34．98 34．206．2458．48 4．43 14．33
C4 28．7228．0819．56 52．994．01 15．21
D2 38．7439．5035．56 62．850．04 10．45
D3 37．16 37．380．8861．14 1．5012．85
歯頚部
A1 41．14 42．Io35．5264．88一〇．3ア 12．96
A2 36．8236．6825．3660．56 2．53 17．57
A3 34．1433．862】．32 58．】9 2．go19．0】
A4 23．0421．8611．0446．75 6．14 18．73
Bl 39．82 41．0834．8064．09一1．27 12．67
B2 36．7237．08 30．0660．89 1．0813．36
B3 32．92 32．8820．7057．34 2．1318．74
B4 31．8631．4416．9456．07 3．3021．34
C1 31．5832．2024．72 56．750．0413．89
C2 26．4226．3217．4851．30 2．14 15．71
C3 25．78 25．6216．8650．62 2．34 15．68
C4 19．6618．58 10．6243．10 5．9815．57
D2 33．6233．8628．40 58．191．3011．80
D3 30．9230．ア2 20．00 55．432．5817．40
4　mm
X Y Z L a b
切端部
A1 31．80 32．3628．4456．89 0．23 10．18
A2 31．3831．3825．9056．02 1．9611．80
A3 28．42 28．4220．5053．31 1．8714．52
A4 22．64 21．7613．6846．65 5．00 15．27
Bl 30．84 31．4627．3056．09一〇．01 10．40
B2 29．8829．94 23．445 ．72 1．72】2．go
B3 29．40 28．8220．2853．68 3．81 15．18
B4 29．54 29．12 20．7653．96 3．2814．96
C1 29．7629．5025．6854．31 2．999．99
C2 24．46 24．0217．7649．01 3．321 ．82
C3 22．8422．0015．3646．90 4．84 13．42
C4 20．3019．04 13．1443．63 6．68 12．6g
D2 28．5828．5826．0653．46 1．87 8．52
D3 27．2827．8423．4852．76一〇．05 10．55
歯頚部
A1 28．6429．12 22．0853．96 0．3013．51
A2 26．10 25．9617．5650．95 2．27 15．23
A3 23．76 23．4613．6848．44 2．8017．16
A4 16．6815．76 8．40 39．70 5．53 15．24
B1 26．9827．60 21．8652．54一〇、27 12．10
B2 24．4424．44 16．7649．44 1．73 14．51
B3 23．2622．6412．8247．58 3．99 17．33
B4 23．7622．9212．7047．87 4．81 17．78
C1 22．42 22．4416．7847．37 1．5812．16
C2 18．6018．06 11．7042．50 3．76 13．42
C3 18．4417．92 11．6442．33 3．67 13．33
C4 13．2412．16 6．62 34．87 6．75 13．15
D2 23．80 23．3618．3648．33 3．12 11．3工
D3 22．6821．96 14．3446．86 4．38 14．66
表6：受光部の位置における
の色彩測定値
5　㎜
VITA－LUMIN
X Y Z L 己 b
切端部
A1 25．9426．6023．88 51．58一〇．48 8．65
A2 25．3425．3420．96 50．341．7610．55
A3 22．06 22．32】5．76 47．24 o．6713．29
A4 17．06 16．449．36 40．55 4．15 14．70
Bl 23．70 24．4620．3049．46一1．01 10．28
B2 23．9824．4618．9θ 49．46一〇．00 11．87
B3 23．1623．1216．0048．08 1．8313．93
B4 23．0222．98 15．9847．94 1．83 13．79
C工 23．8023．92 19．8648．91 1．2710．16
C2 19．0218．9813．76 43．571．69U．77
C3 18．9018．5613．1043．08 2．92 12．13
C4 16．6415．9410．60 39．924．53 12．21
D2 21．84 22．3618．42 47．29一〇．31 10．00
D3 21．24 21．2016．5246．04 1．ア7 10．96
歯頚部
Al 21．98 22．2817．7047．20 0．52 10．81
A2 19．9819．80 14．1844．50 2．2812．25
A3 18．0817．86 11．6442．26 2．41 13．25
A4 11．68 11．065．04 33．25 4．4914．29
B1 20．5421．2216．3046．07一1．02U．27
B2 19．06 19．0214．4043．61 1．6910．95
B3 17．0616．74 8．88 40．91 2．8315．77
B4 18．0217．60 10．1841．95 3．2614．98
Cl 16．36 16．5011．4840．62 0．81U．68
C2 13．54 13．348．28 36．52 2．26 12．13
C3 14．2013．8610．5237．23 2．93 9．31
C4 9．78 9．28 5．30 30．46 4．0011．01
D2 】7．00 ユ6．72 】1．56 40．89 2．65U．86
D3 16．0015．88 9．05 39．85 1．9314．43
表7：受光部の位置における
　　　　　　　　　の色彩測定値
6mm
VITA－LUMIN
X Y Z L 8 b
切端部
A1 22．18ε2．18 18．9847．10 1．65 9．07
A2 21．3420．76 16．22 45．563．87 10．79
A3 ユ9．44 ～9．oo 13．9443．59 3．33】1．55
A4 14．8413．70 8．80 37．01 6．79 11．81
B1 20．9820．88 18．445．69 1．99 8．06
B2 20．7420．54 15．94 45．322．37 10．87
B3 20．4019．96 14．12 44．683．32 12．54
B4 19．8419．54 13．3844．20 2．76 13．00
C工 20．5020．28 16．8445．03 2．45 9．35
C2 17．0616．6012．20 40．743．44 10．77
C3 16．1815．8010．88 39．753．10 11．60
C4 13．7212．92 8．3635．94 5．23工1．37
D2 19．3819．4616．24 44．11】．22 9．05
D3 18．6818．3415．24 42．83 2．928．88
歯頚部
Al 18．7618．2814．42 42．763．50 9．93
A2 17．3416．6811．16 40．84．31 12．39
A3 16．2215．4211．18 39．275．01 10．61
A4 10．82 9．74 5．96 31．21 7．27 10．52
Bl 18．9218．9216．5043．50 1．52 7．96
B2 17．0216．58 11．50 40．723．35 ll．76
B3 lS．4014．66 8．20 38．29 4．7914．10
B4 15．30 14．387．74 37．92 5．66 14．44
Cl 14．6214．2810．98 37．792．93 9．22
C2 12．1211．50 8．72 33．91 4．45 8．49
C3 II．4610．84 6．38 32．92 4．51 11．56
C4 8．46 7．56 3．9027．50 6．81 10．84
D2 】5．60 ユ5．】0 U．4238．86 3．66 9．78
D3 14．8814．24 9．5837．74 4．35 11．36
82 橋口他：口腔内の色彩に関する研究 第6報
表8：受光部の位置における
　　　　　　　　の色彩測定値
VITA－LUMIN 表9：受光部の位置における
　　　　　　　　の色彩測定値
VITA－LUMIN
7　mm
X Z L ● b
切端部
A1 20．0820．48 18．3045．25 0．01 7．70
A2 18．60 19．12 15．72 44．73一〇，59 9．29
A3 17．1817．2012．8841．47 1．37工0．62
A4 13．2413．30 8．92 36．47 0．9811．03
B1 19．14 19．3017．10 43．930．89 7．67
B2 18．04 18．58 14．86 43．10一〇．73 9．73
B3 18．04 18．10 13．62 42．541．2410．80
B4 17．72 17．8612．9442．26 0．89 11．43
C1 17．89 18．461 ．0042．97一〇．91 8．00
C2 15．48 15．90 12．66 39．87一〇、48 9．09
C3 14．50 14．761L2638．42 0．14 9．52
C4 12．20 12．22 8．80 34．961．12 9．54
D2 17．42 17．70 16．18 42．070．28 6．65
D3 16．80 16．8814．084工．09 1．09 8．44
歯頚部
Al 15．96 16．3413．8440．42一〇．26 8．00
A2 14．18 14．06 10．96 37．501．88 8．92
A3 13．44、13．18 9．22 36．30 2．5510．36
A4 8．86 8．12 4．54 28．50 5．6310．50
B1 15．92・16．52 14．24 40．64一1．21 7．68
B2 14．04 14．40 10．74 37．95一〇．37 9．78
B3 13．88 13．54 10．44 36．802．94 8．94
B4 13．06 12．66 6．88 35．583．2 13．44
Cl 11．7811．70 8．80 34．21 1．61 8．69
C2 10．22 9．92 6．7831．50 2．80 9．28
C3 10．00 9．62 7．0431．02 3．27 8．25
C4 7．56 6．90 5．00 26．27 5．40 7．10
D2 13．06 12．92工0．00 35．94 1．95 8．67
D3 12．54 11．88 8．2034．47 4．62 10．02
8mm
X Y Z L a b
切端部
A1 17．98 18．2816．7042．76 0．24 6．77
A2 17．1417．50 15．3041．83一〇，07 7．60
A3 15．3215．3212．10 39．141．37 9．07
A4 11．3411．32 7．42 33．65 1．2810．48
Bl 工7．00 17．06 15．42 41．301．19 6．78
B2 16．52 16．90 13．94 41．11一〇．21 8．67
B3 16．04 16．30 12．70 40．370．26 9．61
B4 15．90 16．102．46 40．120．51 9．68
C1 16．1216．72 14．98 40．89 一1．196．90
C2 13．48 13．921工．02 37．31一〇．80 8．60
C3 12．50 12．76 9．6235．72一〇．05 9．04
C4 工0．54 10．92 8．0033．05一〇．90 8．78
D2 15．38 15．70 13．72 39．62一〇．05 7．21
D3 15．0415．12 12．44 38．880．99 8．25
歯頚部
A1 13．02 13．28 10．3236．44 1．91 8．72
A2 11．8211．84 8．54 34．41 工．10 9．37
A3 11．4411．18 7．58 33．44 2．56 9．96
A4 7．38 6．84 4．126．15 4．608．97
B1 13．40 13．8011．40 37．15一〇．62 7．81
B2 11．80 12．149．70 34．84一〇．52 7．88
B3 10．80工0．58 7．14 32．53 2．35 9．75
B4 11．1610．88 7．42 32．98 2．67 9．75
C1 10．5210．62 9．12 32．59 0．59 6．22
C2 8．42 8．32 6．42 Z8．84 1．63 6．99
C3 8．50 8．32 6．6028．84 2．12 6．62
C4 6．10 5．784．54 24．04 3．22 5．63
D2 11．0411．18 8．84 33．44 0．42 7．73
D3 11．44 11．008．62 33．17 3．53 7．81
表10：受光部の位置における
　　　　　　　　の色彩測定値
VITA－LUMIN
b
9　㎜
X Y Z L 8 b
切端部
A1 15．7415．82 14．1839．77 工．03 6．70
A2 M．9415．02 12．56 38．76o．99 7．91
A3 13．6213．44 10．62 36．662．16 8．49
A4 工0．52 10．42 7．34 32．28 1．68 9．11
B1 14．8014．5213．1038．11 2．65 6．29
B2 14．40 14．64 11．86 38．260．22 8．41
B3 14．24 14．2210．64 37．71．41 9．67
B4 14．20 14．18 10．94 37．661．41 9．13
C1 14．38 14．74 13．08 38．39一〇．33 6．68
C2 12．50 12．74 10．58 35．690．05 7．41
C3 11．72！1．78 9．74 34．32 0．89 7．20
C4 10．54 10．768．92 32．80一〇．04 6．84
D2 M，2614．28 13．2837．79 1．23 5．62
D3 13．4213．48 11．64 36．720．99 6．90
歯頚部
A1 11．8612．02 10．52 34．670．39 6．28
A2 11．0410．96 9．12 33．11 1．596．84
A3 10．22 9．92 7．8431．50 2．80 7．29
A4 7．24 6．58 5．0625．65 5．49 6．26
Bl 12．1212．24 10．84 34．990．61 6．12
B2 10．92 11．108．74 33．32 0．20 7．77
B3 10．12 9．94 6．7231．53 2．12 9．43
B4 10．20 9．86 6．6231．40 3．03 9．48
Cl 10．00 9．96 8．4831．56 1．33 6．16
C2 8．52 8．28 7．38 28．77 2．50 4．94
C3 8．62 8．20 7．52 28．64 3．62 4．47
C4 6．34 5．84 5．7224．17 4．54 2．88
D2 10．2410．22 9．06 31．97 1．23 5．58
D3 10．64 10．22 8．8231．97 3．46 6．｛｝2
図3：VITA－LUMINにおけるHunter色度図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1mm　切端部
a
松本歯学　8（1）1982
わされない本来の色調を見い出したい，これは表
面的反射光を数値の中に入れない様にする以外に
方法がない．それには歯牙表面に光源部を密着さ
せる事であるがグラスファイバー保護を兼ねて
　　　　　　b
図4：VITA～LUMINにおけるHunter色度図
　　　　　　　　　　　　1mm　歯頸部
b
図6：VITA－LUMINにおけるHunter色度図
　　　　　　　　　　　　2mm　歯頸部
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1㎜隙間をあけた．歯牙に密着させても，麺が
平滑でないため多少の乱反射は避けられないの
で，受光部の位置を動かして良い値で固定しよう
と考えた・また光源部を直径3　mm，受光部は光源
　　　　　　b
図5：VITA－LUMINにおけるHunter色度図
　　　　　　　　　　　　2mm　切端部
b
雷83
図7：VITA－LUMINにおけるHunter色度図
　　　　　　　　　　　　3mm　切端部
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部を2㎜幅でとりまく様に考案したのは，歯牙
の色調をなるべく広く全体的にとらえる事が出来
る様に考えたからである．診療におけるシェー
ド・ガイド選択時にも，歯牙全体を見て一番近い
色調を選ぶ．臨床にコンピューターを応用してい
b
図8：VITA－LUMINにおけるHunter色度図
　　　　　　　　　　　　3mm　歯頸部
　　　　　b
音2
図10：VITA－LUMINにおけるHunter色度図
　　　　　　　　　　　　4mm　歯頸部
a
くのにも，広い面で色調をとらえる事は重要であ
る．ここで問題となるのは受光部の位置である．
近付けすぎると表面からの乱反射を受け易く，ま
た遠すぎると受光量が低下し，色別がむずかしく
なる．そこで基礎実験を行い，オパールガラス標
　　　　　　b
図9：VITA－LUMINにおけるHunter色度図
　　　　　　　　　　　　4mm　切端部
　　　　　b
図11：VITA－LUMINにおけるHunter色度図
　　　　　　　　　　　　9mm　切端部
b松本歯学　8（1）1982
笥蒜；
　図12：VITA－LUMINにおけるHunter色度図
　　　　　　　　　　　　　9mm　歯頸部
準板を測定した所，X，　Y，　Z値とも受光部が歯
牙から離れるに従がって減少を示した．しかし明
度は低下したが，Hunterのabにおいてはさほ
どの変化を示さず，色度への影響はないと考えて
良いと思われる．そこで実際に歯牙やシェード・
ガイドではどうなるかを考慮し，1つの手段とし
てVITA↓UMINを用い測定を行った．その結果
はオパールガラス標準板と同様であったが，色度
指数は受光部が歯牙から離れるに従って減少し
た．VITA・LUMINシェード・ガイドはA系統，
B系統，C系統，　D系統の4系統に基本色調が分
かれている．メーカーにおいてはA系統は茶色系
統で，B系統は黄色系統，　C系統は灰色系統，　D
系統は赤色系統とそれぞれ番号が多くなるに従っ
て濃くなっている．我々のデータにおいてもコン
ピューターの数値は同様の結果を示している．ま
た明度は高い方から，B1，A1，B2，D2，A2，Cl，C2，
A3，B3，D3，B4，C3，A4，C4の順であるとメーカーで
は言っている．これに対し測定値は切端部でA1，
B1，A2，B2，C1，B3，B4，D2，A3，D3，C2，C3，A4，C4とな
り，歯頸部はA1，B1，A2，B2，A3，D2，B3，B4，C1，D3，
C2，C3，A4，C4の順であった．D2，C2，B4の所に少し
変化が見られていた．しかしメーカー側は全体的
に見ているため，測定した切端部，歯頸部という
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一部分的な明度との差が生じたものと考えられ
る．
　以上の事柄をまとめると，私共の考案した新し
い受光器は表面の乱反射による影響が殆どないと
言っても過言ではない．実験成績から受光部の位
置は1～3㎜の間が鎚であり値も大きく色別
し易いことが判明した．
5．総 括
①オパールガラスにおける色度は，光源部と受
　光部の間隔を変化させても大きな変化はなかっ
　た．
②　VITA－LUMINの測定値はX，　Y，　Zの三刺
　激値とも光源部と受光部の間隔をあける程，減
　少した．これは受光部に入る光の量が離れるに
　従って減少したものと考えられる．
③Hunterの色度図におけるVITA－LUMINの
　測定値は，A系統は黄赤色系に増加，　B系統は
　黄 系に増加，C系統は明度の低下，　D系統は
　赤色系に増加する傾向がみられた．
④　光源部と受光部の間隔を変えても傾向に変化
　はみられなかった．しかし間隔をあけるに従っ
　て色度座標点の点在範囲が縮少した．
　以上の事からまとめると本実験では，色度座標
の傾向において光源部と受光部の間隔にほとんど
影響がなかった．そこで，数値が大きく比較的色
差がつけやすい点を考慮にいれると，光源部と受
光部の距蹴1－3㎜嚇囲内が，断の測定
に適しているのではないかと考える．
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